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論 文 内 容 の 要 旨 




 52名のH. pylori陽性患者（男性39名、女性13名）及び34名のH. pylori陰性の上部消化管疾患患者（男性23
名、女性11名）を対象とし、本研究室で開発した超高感度化学発光プローブL-012を用いて末梢血好中球の活性
酸素産生動態を解析した。解析の結果、H. pylori陽性群では末梢血の活性酸素産生量が有意に増加していた（陰
性群1.76 ± 1.26 kcpm/ml、陽性群3.98 ± 3.21 kcpm/ml； P ＜0.0005）。末梢血好中球当たりの産生量も増
加していた（陰性群0.68 ± 0.48 cpm/cell、陽性群 1.31 ± 1.01 cpm/cell；P ＜0.005）。11名のH. pylori
陽性患者を除菌治療したところ、末梢血好中球の活性酸素産生は有意に低下した（Paired t-test：P = 0.012）。
患者の性別、年齢、喫煙、飲酒、Proton pump inhibitorとNonsteroidal anti-inflammatory drugsの内服の有
無と末梢血好中球の活性酸素産生との関係を解析した結果、これらには相関性が認められなかった。 
 以上の所見より、H. pylori感染患者では血中で好中球の活性酸素産生量が増加して酸化ストレスが 
増大すること、及び本菌の除菌により全身性の酸化ストレスが軽減することが示唆された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年、Helicobacter pylori（H. pylori）が、上部消化管疾患のみならず、特発性血小板減少性紫斑病や動
脈硬化をはじめとするさまざまな疾患に関与している可能性が示唆されているが、その詳細は不明である。本
研究はH. pylori感染患者の除菌前後における末梢血好中球の活性酸素代謝動態を高感度化学発光法を用いて
解析したものである。解析の結果、H. pylori陽性群では末梢血及び末梢血好中球当たりの活性酸素産生量が有
意に増加していることが判明した。患者の性別、年齢、喫煙、飲酒、プロトンポンプ阻害剤や非ステロイド性
抗炎症剤の内服と末梢血好中球の活性酸素産生量との関係を解析した結果、これらには相関性が認められなか
った。H. pylori陽性患者を除菌治療すると、末梢血好中球の活性酸素産生量は有意に低下した。 
 以上の結果は、H. pylori感染患者では末梢血好中球の活性酸素産生量が増加して全身の酸化ストレスが増強
すること、及び本菌を除菌することにより活性酸素産生が低下して酸化ストレスが軽減することを示したもの
であり、本菌が消化器以外の疾患に関与するメカニズムの理解に重要な所見である。よって、著者は博士（医
学）の学位を授与されるに値すると判定した。 
